
採択大学：九州工業大学（強化を図る機能：②）

取組内容の概要

連携大学：北九州市立大学、長崎大学 参画機関：東京大学、東京科学大学、室蘭工業大学、九州大学、国立
研究開発法人情報通信研究機構、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構、マレーシアプトラ大学、キングモンクット大学
北バンコク校、台湾科学技術大学、ニューヨーク市立大学、サピエンツア大学、ロレーヌ大学

未来を思考する「モノづくり」と「ひとづくり」を推し進め、最先端の技術と人材で世界にインパクトを
与えるイノベーション創出大学となる。ビジョン

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

具体的な取組み例

戦
略
①

戦
略
④

戦
略
②

戦
略
③

①未来思考実証センターの強化
②キャンパスと地域に”アイデ
ア創出の場“ ”作って試せる場”     
”社会実装推進の場”を整備

①「極限環境ロボット」を第
一弾として、世界拠点化。
②機関の垣根を越えたオープ
ンファシリティセンター構想
の推進。

①教職員・博士学生のマネジ
メント力・社会実装力強化
②社会科学とテクノロジーの
融合が可能なトランジション
マネジメント人材の育成。

①短期・中長期ビジョンを連動
させた大学経営の実現、②産業
界のスピードに対応可能な経営
の実現③外部資金増と戦略的投
資による循環の実現



実施体制

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

学 長 本部長会議

副理事に30代の
九工大型URAを登用

組織経営の三角連携
研究経営の三角連携

理事・副学長
全学教育・研究の

企画と運営

九工大の特色ある研究である「宇

宙分野」「ロボット分野」「通信

分野」に関する世界的研究拠点と

してのハブ＆スポーク化の推進

通信

分野

ニューヨーク

市立大学

台湾

科学技術大学

宇宙・ロボット分野

イタリア

Sapienza大学

フランス政府関係

国際拠点化推進体制

協定

協
定

3大学

連携
協
定

3大学

連携
協
定

フランス

ロレーヌ大学

マレーシア

プトラ大学

タイ キングモン
クット工科大学北

バンコク校

支援

経営戦略室

室長（経営戦略担当理事）

全学方針を踏まえた

戦略・施策の提言

国際戦略室

室長（国際担当副学長）

海外大学との

連携・国際拠点化推進

未来を思考した取組み

若手工学アカデミー
九工大の40歳未満の全スタッフで構成

助 言 助 言

若手職員・学生の経営参加

九工大型URAが

一気通貫で

研究経営

イノベーション本部

産学イノベーションセンター

長崎大学は、「プラネタリーヘル
ス」の実現を目指し海洋未来イノ
ベーション研究を異分野連携により
強力に推進。水中ロボットの世界的
社会実装拠点実現に貢献

人文社会系学部や文理融合型教育
研究組織を有している総合大学で
あり、イノベーション創出大学の
学際融合を実現

未来思考実証センター

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
推
進
室

社
会
実
装
標
準
化
推
進
室

P
o
C

・
実
証
支
援
準
備
室

技術
開発

社会実装本部

運営ユニット

（中核大学事業の企画・推進）

運営戦略会議

３工大

包括連携

2023.12～

地方工業都市での

イノベーションエコシステムへの
展開

首都圏工業都市や世界の
イノベーションエコシステムへの展開

助
言

技術系人材の高度化スキーム
(TCカレッジと連携)

研究本部

LaSEINE

Neumorph

CSRS

nPErc

IoTRC

その他6つの研究PJセンター

i-ENERON

九州・沖縄圏の19大学で
構成されるスタートアップ

エコシステム

シーズ

福岡市

アジアのリーダー都市

として成長都市の

ロールモデル

北九州市

環境・ロボット・DX等

を中心とした

SDGs先進都市

事業開発

PARKS共同主幹

ひびきのオープンファシリティセンター構想

２６以上の大学が参画している研究基盤協議会と連
携し、北九州市（FAIS）、九州工業大学、北九州
市立大学、研究開発型企業等が集積した北九州学術
研究都市でオープンファシリティ化を推進する。

水中ロボット

国内で水中ロボット研究をリードする3機関が連
携し、実海域技術開発研究推進センター（仮）を
設置予定。海洋技術の連続的社会実装を可能とし
北部九州を水中ロボットの世界的な社会実装拠点
として確立する。

宇宙

超小型衛星の開発・運用等を相談できる
「CubeSatサロン」を2024年７月に共同で開
設。大学・企業等に超小型衛星のミッション
保証に関するコンサルティング実施する。

実行部隊「未来思考実証センター」の体制構想

PoCテクニシャン
民間人材バンク連携

技術戦略ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ

アルムナイ組織と連携
起業支援人材・EIR

プレCXO人材バンク

実証・標準化支援
北九州市国家戦略特区



取組内容の時系列イメージ

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

取組み内容
助走期間

(R6年度含む)
R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度～R16年度

Step１ 基盤体制整備 Step２有望分野での成功モデル確立 Step３ 標準システム確立と他分野展開

・
外
部
資
金
比
率
３
０
％
の
達
成
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
１
２
０
社
創
出

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
大
学
モ
デ
ル
を
確
立

戦
略
①
大
学
経
営
改
革

戦
略
③
先
端
領
域
環
境
整
備

戦
略
④
人
材
育
成
力
強
化

戦
略
②
社
会
実
装
力
強
化

組織経営・研究経営の
三角連携体制の確立
／PMスキル底上げ

DX・プロセスマネジメン
トセンターの設置

人材マネジメントセン
ターの設置／統合職化
とMBO評価の確立

海外展開可能なインキュ
ベーションプログラム整備

社会実装本部の
体制強化

外部ネットワークの構築

知財・技術
マーケティング力強化

社会実装機能
・部隊集約

ひびきのオープンファシリ
ティセンター構想推進

宇宙開発世界拠点化

ロボット開発世界拠点化

通信開発世界拠点化

社会科学と技術を融合
可能なトランジション
マネジメント人材育成

技術系職員の高度化

社会実装の担い手となる
工学博士や博士学生等
の育成

FD・アントレ教育強化

九工大型URAの増員

経営戦略室・国際戦
略室・若手工学アカ
デミーの設置

社会実装本部・イノ
ベーション本部・研究
本部の３本部設置

文科省概算要求「未
来思考実証センター」

地域中核・特色ある
研究大学の連携に
よる施設整備事業

大学発新産業創出基
金事業スタートアップ・
エコシステム共創プロ
グラム（PARKS）

地域イノベーションエ
コシステム形成支援

超小型人工衛星
CubeSatサロン開設

地方大学・地域産業
創生交付金

NICT Beyond 5G

研究開発促進事業

内閣府イノベーション
創出環境強化事業

大学発新産業創出プ
ログラム(EDGE-

PRIME)推進

高度情報専門人材の
確保に向けた機能強
化に係る支援事業

次世代研究者挑戦
的研究プログラム
（新SPRING）

宇宙航空科学技術推
進委託費（宇宙航空
人材育成プログラム）

経営三角体制
強化

PM研修メニュー
試行

組織整備・総合
仕様書検討

システム入札

ミッション定義
雇用制度の検討

体制整備
試運転

統合職化のため
の規則検討

人事規則改定
と試行

運用開始

昇任職員等に受講を積極展開

DX・プロセスセンター効果検証 DX・プロセスセンター効果検証

知財戦略策定

社会実装志向工学
研究者の業績評価
制度の検討・整備

知財チーム整備・マーケティング遂行

協力者DB整備

研究経営機能の集約化 イノベーションコモンズ強化

雇用開始・社会実装人材の流動性を担保した仕組みの運用を試行

JST・NEDOとの
連携協議

GAPファンドの
分担受託実施

分担受託数増に取り組む

DB・ネットワーク活用
マッチング試行

DBやネットワーク活用マッチング運用

九工大みらいテラ
スへの入居開始

社会実装支援の推進 外部法人化検討 増収分
の戦略経費化

外部法人化の手続き

ストックオプションの現金化モデルの構築・外部基金の引き込み

法規制戦略策定 法規制・標準化チーム整備／九工大発スタートアップへの支援

体制整備
サービス試行

運営の自走化
検討

追加メニュー
検討 自走運営

実海域技術開発研究推進センター立上げ

水中ロボット開発環境スタッフ整備 九工大・長崎大・東大での連動
運営モデル構築

ニーズ起点の実証試験の推進
自走化試行

仕様選定入札 整備 運用開始 自走モデル構築

衛星試験センターの体制機器強化

自走化収益モデル検討、スタッフ強化設備強化と運営試行オープンファシリティセンター
構想企画構築

アントレ教育・RMSコースの強化

博士後期課程学生の研究推進サポート体制および就職支援体制の強化未来思考実証
センターでの雇
用の仕組み確
立、雇用開始

トランスディシプリナリー教育
研究センターの設置（北九大）

東工大TCカレッジ
への参加とカリ
キュラム検討

北九大との連携
科目検討、体制

整備

博士学生時給
ルール改善・
GAPファンド
参画開始

本格運営

運営体制整備 カリキュラム運用 PM教育提供開始

OJT型育成PG開発 育成PGの効果検証 本格実施

三角経営推進体制により短期・中
長期ビジョンの実践

全学が連動したDXとプロセス改
善の定着

人材マネジメントセンターによる
多様な雇用創出／MBO人事
評価制度の定着

国内外の研究シーズ引き
込みにより社会実装支援
を促進

インキュベーションプログ
ラムを定常化／世界レベ
ルの社会実装支援体制の
構築

アイデア創出⇒社会実装の機能
循環の加速化／ディープテックス
タートアップの集積

国内外の社会実装志向の
工学研究者を集積

ひびきのオープンファシリティセ
ンターを核に自走可能な収益モ
デルの安定運営

宇宙分野・ロボット分
野に次ぐ有望分野の
開拓と拠点の拡大

有望分野の世界的開発評
価・実証拠点化の達成

社会実装における技術開発を担え
る技術職員の体制確立

社会実装の担い手としての博士学
生育成／国内外の連携機関への
リクルーター派遣

教職員・博士学生のプログラムマ
ネジメントスキルの浸透

トランジションマネジメント人材に
よる社会科学とテクノロジーの融合
の加速化

研究経営のできる九工大型URAの
育成

★54%の受講

★のべ1800人/年

★500件/年、1000人/年★300件/年

★20人育成
★40人育成

★75人育成
★150人育成

★150人育成

★300人育成

★学部アントレ履修100％

★6名雇用

★4名雇用

★27%の受講★3名雇用

★2名雇用

★3名雇用

★オフィス入居率5割 ★オフィス入居率10割

★9名雇用

★2000人以上のDB
★年10組のマッチング

★5名雇用 ★5名雇用

★4名雇用

ア
ウ
ト
カ
ム
Ⓐ
・
ア
ウ
ト
カ
ム
Ⓑ

ア
ウ
ト
カ
ム
Ⓒ



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓐ 申請時点 ５年後 10年後

②
運営費における外部資金収入増加（運営費に
おける外部資金収入の割合）

1,820,000,000円 （15％） 2,410,000,000円 （20％） 4,100,000,000円 （30％）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

民間企業との共同研究に伴う研
究者1人当たりの研究費受入額

1,534千円 1.450千円 1.500千円 1,600千円 1,800千円 2,000千円 3,000千円

単独特許出願数（単年） ２６件 ３１件 ３５件 ４０件 ４５件 ５０件 ７５件

他機関の案件支援数（単年） １０件 １２件 １４件 １６件 １８件 ２０件 ４０件

※本指標は令和７年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓑ 申請時点 ５年後 10年後

② 大学発スタートアップ企業創出数（累計） ４７社 ９２社（＋４５社） １６７社（＋１２０社）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

単独特許出願数（単年）【再掲】 ２６件 ３１件 ３５件 ４０件 ４５件 ５０件 ７５件

他機関の案件支援数（単年）【再掲】 １０件 １２件 １４件 １６件 １８件 ２０件 ４０件

ディープテックスタートアップ起
業支援数（単年ごと） ３件 １０件 １５件 ２０件 ３０件 ３０件 ４０件

社会実装人材として新規に雇
用される博士学生数 ３人 ７人 １０人 １４人 ２１人 ２１人 ２８人



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和７年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓒ 申請時点 ５年後 10年後

②
社会実装に関連した国際的なプログラムへ
の参画件数 ３２件 ５０件 １００件

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

戦略的重点協定校との国際連携合同運営組
織数 ４件 ５件 ５件 ６件 ６件 ７件 ８件

ジョイントプログラム数 ３件 ４件 ４件 ４件 ５件 ５件 ７件

単独特許の国際特許出願数 ３件 ８件 １２件 １６件 ２０件 ２０件 ２５件

国際的インキュベーションプログラムの参画
数

４件 ６件 ６件 ８件 ８件 １０件 １５件

アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）



共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：①）
【共通指標区分：研究成果に関する指標】

【共通指標区分：外部からの資金獲得に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

財務強化及び横展開が可能なプ
ロフィットセンターモデルの形成

産学連携指標が国内Top10の常
連であるとともに、特区制度（マイ
クロ化総合技術センター）や出資
子会社 （㈱Kyutech ARISE）
によるプロフィットセンター化の試みを
推進。

先行モデルがプロフィットセンターと
して地位を確立しているとともに、
未来思考実証センター等本事業
で整備する組織を中心に多様な
プロフィットセンター化の試行錯誤
がなされている状態。

多様なプロフィットセンターモデルが
確立し、全学予算における外部
資金比率30％を達成し、財務
強化を達成しているとともに、モデ
ルの横展開や他機関展開が可能
となっている状態。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

民間企業との共同研究に伴う研
究者1人当たりの研究費受入額

1,534,000円 2,000,000円 3,000,000円

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

学術研究と社会実装が連動した
国際的な資金・知識・人材のネッ
トワーク形成

3階層のプロジェクトセンターを中心
に国際研究拠点化と博士学生の
育成を推進。
多様なインセンティブの設計と九工
大型URAによる支援体制で、能動
的な研究活動をエンカレッジする仕
組みを整備。

プロジェクトセンターを中心に次世
代リーダ・PI（博士学生）が生
まれており、またセンター間の有機
的な交流が促進され自発的に異
分野融合研究が創出されている。
宇宙・ロボット・通信領域を先行
分野として、学術研究成果を社
会実装する為の推進モデルと支
援体制が確立している。

イノベーション創出大学モデルが確
立し世界的に認知されることで、
国内外から研究者が参集する状
況になっている。自由な学術研究
推進と組織的かつ戦略的な社会
実装推進の連動モデルが確立し、
学術フェーズから社会実装フェーズ
までの資金・知識・人的循環が活
発になっている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

研究者１人当たりの論文数
（年間論文数/研究者数）

0.987 1.042 1.108

※本指標は令和７年10月時点のもの



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：新しい価値の創造に関する指標】

【共通指標区分：社会実装に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

大学発スタートアップ企業創出推進

社会実装推進のための人・モノ・
金の整備が開始されるとともに、
学内のスタートアップ企業創出支
援を始めている状態。

ディープテックの社会実装を可能
とする支援人材とプレCXOが九
工大に集積し、研究者の社会
実装に向けたマインドが醸成され、
学生に対するアントレプレナー
シップ教育が進むことで、大学か
らスタートアップ企業が連続的に
創出されるなど社会実装が円滑
に推進される状態。

大学によって創出された
スタートアップ企業が地域や世界
で存在感を示しているとともに、
大学が育成した高度専門人材
が地域に定着するとともに、好循
環している状態。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

単独特許出願数（単年） 26件 50件 75件

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

未来思考実証センターの体制整備

九工大型URAを含む30名体制
で学術研究から社会実装までの
一気通貫のプログラムマネジメント
と積極的な単独知財の確保によ
り出口を見据えた学術研究を推
進している。

未来思考実証センターの支援
体制を拡充し、九州地域内に
おける大学のPJに対し、最適な
推進の在り方を提案でき、支援
できる状況。

未来思考実証センターの支援体
制を確立し、全国のPJに対し、学
内外のネットワークを駆使し事業・
技術開発体制を迅速に組成、推
進できる状況。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

ディープテックスタートアップ起業支援数
（年間）

3件 30件 40件

※本指標は令和７年10月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）

【共通指標区分：国際的な活動に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

海外機関との連携による社会実装
の実現

９校の戦略的重点協定校とは、
研究者同士の交流の下、国際共
著論文も2015年から2022年に
かけて149 →301と、約２倍と
なっており、研究の国際化は一定
の進展があるが、国際共同研究
に熱心な一部の研究者に頼ってい
る状況

社会実装に向けた海外大学との
連携協定等が複数締結されてい
る状態。かつ、海外大学のイン
キュベーション施設を利用するため
に九工大の研究者が自由に行き
来できる状態。

海外大学に留まらず海外VCとの
連携がすでに始まっており、イン
キュベーションプログラムの参加等
を通じて研究シーズを世界展開
できるような状態。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

戦略的重点協定校 10校 12校 15校

※本指標は令和７年10月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）


